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Z 9098：2026  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS Z 9098:2016 は改正され，この規格に置き換えられ，また，JIS Z 

9097:2014 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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災害種別避難誘導標識システム 

Natural disaster safety way guidance system 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された ISO 22578 を基とし，我が国における自然災害の特性及

び関連する安全対策に適合させるため，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

近年，地球規模で各種の巨大災害が発生しており，その規模は今後も大きくなると予測されている。我

が国においては，巨大災害対策の一環として，災害対策基本法に基づき地方自治体において避難対策を策

定している。 

自然災害発生時の安全な避難場所への避難に関する安全誘導情報を，できるだけ言葉に頼らずに誰にで

も理解できる図記号を使った避難誘導標識システムの標準化が必要であり，また求められている。日本語

が分からない海外からの来訪者にも瞬時に避難経路を把握することが非常に重要である。2016 年には JIS 

Z 9098 を制定し，続いてこれを基に日本の主導によって国際提案がされ，ISO 22578:2022 が発行された。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。また，この規格の附属書 JA 及び附属書 JB

は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，津波，高潮，洪水，内水氾濫，土石流，崖崩れ・地滑り，大規模な火事，火山噴火及び地

震による災害の発生に備え，人々が様々な種類の自然災害の危険性を明確に認識し，安全な場所へ適切に

避難するための情報を提供する災害種別避難誘導標識システムについて規定する。ただし，この規格で扱

う自然災害の原因となる台風又は雪崩などの特殊な危険性によるものを除く。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 22578:2022，Graphical symbols－Safety colours and safety signs－Natural disaster safety way 

guidance system（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 8210 案内用図記号 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 7001:2007，Graphical symbols－Public information symbols


